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展葉フェノロジー調査のねらい展葉フェノロジー調査のねらい展葉フェノロジー調査のねらい展葉フェノロジー調査のねらい    

 

シニア自然大学・調査研究部には水辺環境調査会、生きもの調査会がありますが、 

本年３月に新しく「展葉フェノロジー調査会」が発足いたしました。フェノロジーとは

生物季節、あるいは生物気象（学）などと訳されていますが、動植物は毎年季節的に同

じ行動を繰り返しながら成長していきます。 シニア自然大学の「展葉フェノロジー調

査会」では樹木の葉の生長段階（＝展葉）を毎年観察・記録する事で、温暖化による植

物の生育期間に及ぼす影響、種による展葉時期の違いや、温暖化への応答差の有無、さ

らに展葉時期の決定要因は何か…、長期にわたって調べていく事でこれらの問題を解決

していく道筋が解るのでは・・・と期待されます。 

 

兵庫県立甲山森林公園をフィールドにしている武庫ネイチャークラブも有志を集め

て調査会の一員として協力する事になりました。管理事務所の理解も得て、対象樹木に

はカードを貼付し３月から６月末まで、毎週１回定期的に観察・記録していきます。 

 調査エリアは甲山森林公園の北東部にある展望台南側の軽登山道の一部を利用して

実施します。調査そのものは定性的なもので主観が伴うものですが、反面素人でも参画

でき、観察を大事にする武庫ネイチャークラブ員にフィットする観察記録と思います。

情報は公園にも提供して他地区との比較などを行いながら甲山森林公園の名を広げて

行く事にも貢献できると思いますし、長期にわたるデータは武庫ネイチャークラブにと

っても意味のあるものになっていくと信じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






